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イスラム教の 目的 は、 自身との、 そして 自身の 創造主との 
平和 を 実現す る 方法 を 人々 に 教える ことです。 神聖な 指導の 

下、 1400 年 以上 前に、 イスラム教の 聖 なる 創始者で ある 預 
言 者 ムハンマドが この メッセージ を 人類へ 伝える プロセス を始 

めました。 

彼 はこの メッセージ を できるだけ 確実に 広く 伝える ために あ 
ら ゆる 努力 を 惜しまず、 当時の 偉大な 王様 や 指導者た ちに、 
イスラム教の 教え を 信仰す るの なら 平和と 繁栄の 恵みが もた 
ら される こと を 保証す ると 書いた 個人的な 手紙 を 送る という 
異例の 行動 を 取りました。 

今日、 この 時世に おいて、 聖 なる 預言者 ムハンマドの 予言 
を 実現す るた め、 神 は、 人類が 再び 平和 を 実現す る 方法 を 
学び 破壊 を 避ける ことができ るよう、 人々 の 信仰心 を 取り戻 
し 人々 の 心に 神の愛 を 染み込ませる ために、 ハズラ ト • ミ ルザ • 
グ ラーム • ァ ハマ ド 師を聖 なる 預言者の 真の 最も 誠実な 奉仕 
者に お育てに なりました。 

約束され た メシアの 5 代 目 後継者の ミルザ • マス ルール • ァ 
ハマ ド師 （アツ ラーよ、 師を 助けた まえ） が 世界の 指導者ら 
へ 近年 送った 手紙 は、 14 世紀 前に 聖 なる 預言者が 始めた も 
の を 後継した ものです。 

師は、 世界の 偉大な 国々 を 指揮して いる 人々 に 直接 メッセ 一 
ジを 伝える ために 世界中 を 飛び回って います。 師は、 言葉 や 
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文書で、 世界中の 人々 の 間に 絶え間ない 緊張 を 高めて いる 不 
条理で 無慈悲な 財政' 政治 政策の 当然の 帰結で ある 悪循環 
に 陥った 世界 危機に 対して 警告 を 発して います。 

現在の 世界的 ジレンマの 解決 方法 は、 師 によれば、 絶対 
正義の コーランの 教えに 従う ことに かかって います。 

師は、 世界の 指導者ら に、 平等 • 正義 • 宗教の 自由に 基 
づ いた 政策 を 実行し、 一時の 個人的 利益の ための 近視眼 的 
な 政策 や、 弱小国 家 を 不条理 • 不公平に 搾取す る こと や、 そ 
れらの 国の 自然 資源に 頼る 政策な ど を やめる ように 呼び掛け 
ています。 

神の ご 恩寵と ご 慈悲に より、 人々 が この メッセージ を 受け 入 
れ るよう 彼らの 《、が、 開きます ように （ァー ミン） 
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世界に 平和 を もたらす ことと、 創造主 を 理解させる ためにす ベての イスラム 
教徒と 他の 宗教の 人々 を 一つに まとめる の はこの 改革者の 役割です。 

ァ ハマ ディア' ムス リム 協会 は、 その メシアと マフ ディーが 現れた こと を 信じ 
ています。 

そして 彼の 言葉の 中に、 聖ク ルアー ンの 正しい 解釈が 述べられ、 美しい ィ 
ス ラムの 教えが 述べられて います。 その 教えと いうの は、 愛で あり、 平和で 
あり、 そして 兄弟愛です。 

その 教え は 世界の 人々 を 「平和 を 愛する 共通な 教え」 へと 導いて、 創造主 
に 近づけさせる もので もあります。 

それで は、 聖ク ルアー ンの 中から この 教えに ついて 引用した いと 思います。 

「全ての 社会の レベルに おいて、 平和 • 愛 • 兄弟愛と いうの を 広めて いかな 
ければ いけない。」 この 教えの 中で、 正義、 そして 平和に ついて さまざまな 言 

及が なされて います。 このお 話 をす るた めに、 1500 年 前に 書かれた、 聖ク ルアー 
ンの 言葉 を 引用した いと 思います。 

預言者 ムハンマド カ^ツカ において、 神の 教え を 民に 伝え 始めた 時、 その もと 
に 集った 人々 を 多くの 人た ちが 迫害して いました。 その 迫害 を 受けた 人々 とい 
うの は、 貧しい 人々 であり、 社会的に 身分の 低い 人々 でありました。 

中には 火に 焼かれた 者 もお りました し、 暑い さなかに 昼間 熱い 石 を 背中に 
乗せられ、 砂漠に 放置され た 者 もい ました。 

中には 体 を 2 頭の ラクダ にしば りつ けられ、 その ラクダ を 全くち がう 方向に 
走らせ、 体 を 真っ二つに 引き裂かれた 者 もい ました。 

預言者 ムハンマド 自身 も、 彼が 演説 を 始めよう とすると、 その 周りに 暴徒 
が 集まり、 彼の 後ろ をつ いて 歩いて、 石 を 投げ かけました。 

そして 預言者と それにつ き 従う 信者への 迫害が 大変 ひどくな り、 いろいろ 
な 国へ 放浪し なければ ならない 日々 が 続きました。 

そして 最後に メディナに 移動し ました。 そして メディナに 移った 後、 メ ディ 
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ナの 人々 は イスラム教 を 受け入れ、 聖 なる 預言者 を 受け入れました。 
しかし そのこと も メッカの 人々 は、 気に入らず メディナに 移って から も 攻撃 

を 続けました。 この さ 中に も イスラム教 は どんどん 広まり、 多くの アラブの 民 

族の 間に 広まって いきました。 
メディナに 移って から、 イスラム教が 武力で 大きく 広まった という 間違った 

印象 を 与える 人が います 力?、 そんな ことはありません。 
メディナに おいてまず イスラム教徒 は、 平和 をみ つける ことができました。 

メッカの 人々 は それでも まだ 攻撃 を 続け、 メディナの 人 々力 3 、 イスラム教徒 を 

守る という 形に なりました。 イスラム教徒 も メディナの 人々 を 守りました。 イス 

ラム 教徒 は 戦いの 時 も、 平和な 時 も 人々 を 守りました。 
これら は 事実で あり、 決して 隠された ことではありません。 
このように イスラム教 は、 迫害され 続けた にもかかわらず、 聖ク ルアー ンは 

次の ような 教え を 説いて います。 

第 5 章の 3 節です。 

「かってお 前た ちを聖 殿より はばめる もの を うらみて、 敵意 を 彼ら 
に 抱くな かれ。 むしろ あい 助けて 正義 を 行い、 神 を 敬え。」 とあります。 

これ こそが イスラムの 教えです。 イスラム教 を 信じた 人々 は、 メッカの 人々 
によって さんざん 迫害 を 受けて きました。 そして また、 メッカに モスクで 礼拝 
をす る 事 も 許されず、 その後 やっと ホダ イビ ァ 条約に おいて 平和が もたらされ 
て も、 巡礼が 禁止され ると いう 浮 目にあった にもかかわらず、 決して 彼ら をう 
らんで はならない と、 聖ク ルアー ンで 教えて います。 

さらに 人々 が 崇拝して いる 場所 を、 侵して はならない と 書いて あります。 そ 
して、 「正義の 精神の もと 敵が 困って いる 時 は、 戦中の 敵 を 助けよ」 と 書 
いてあります。 また、 「助け を 求める 者が イスラム教徒 ではない からと いつ 
て、 差しの ベた 手 を 引つ こめて はいけ なし \1 と 書いて あります。 

今 申し上げた 聖ク ルアー ンの 内容から も わかる とおり、 歴史の 中で、 いか 
に メッカの 人々 に 迫害され 続けても その 敵に 対して 正しい 行為 を 行って きた か 



を 考える に 及んで、 彼らが いかに 平和 を 愛し、 そして 平和的な、 社会 を 樹立 
しょうと 努力して き たかを、 わかって いただけ ると 思います。 
正しい行い、 つまり 相互 理解 を 深める ような、 そのような 行為 は、 正義に 
導かれ、 そして また 正義 を 行う 人々 というの は、 神に 近づく の だと 書いて あり 
ます。 

また、 もう 一つ 大きく 誤解され ている 内容に、 ジハードの 名の もとに 死ぬ こと 
が 出来れば、 それ は 神に よって 受け入れられる という 大きな 誤解が あります。 
それ は テロリストが、 ジハードの もとに 死ぬ ことによって、 神に 受け入れられる、 
神に 喜ばれる という ものです。 

し 力、 し、 実際 は聖ク ルアー ン から 今、 引用した ように、 「敵に さえ も 行き 
週ぎ た 行動 をして はならない」 とク ルアー ンは 伝えて います。 本当に 神様が 
喜ぶ の は、 行き過ぎた 行動 をし ない 人々 に対してです。 

また、 イスラム教 は 自由意志 を 尊重す る 宗教 だとい うこと も、 ここで 申し あ 
げて おかねば なりません。 「宗教 は 強制す る ものに あらず」 と聖ク ルアー ン 
の 中に 書かれて います。 これが 本当の 教えです。 そのような 教えの 宗教 を、 
どうして 暴力の 源で ある 宗教 だと カヽ 残忍の 源で ある 宗教な どと 言える でしよ 
う。 

本当の 意味で 正義が なされ、 フェア プレイが 行われる ので あれば、 社会の 
中で 平和 を 作る ことが 出来る でしよう。 そういった ものが 無ければ、 社会の 
中に 平和 を 作って いくこと はでき ません。 

社会の 中に 不安定 さ、 そして また 政情 不安が あれば、 平和と いう もの を 作 
る こと は 出来ません。 この 点に 関しても、 聖ク ルアー ンの 中に 美しい 教えが あ 
ります。 

聖ク ルアー ン第 5 章 9 節に 

「汝、 信徒た ちょ。 正義に 基づいて 立証し、 アツ ラーの ために 堅忍 
不抜 （※我慢して 耐えて、 心 を 動かさな いこと） たれ。 人々 への 敵 
意 を かりたてて、 正義に 悖る 行い をす るな かれ。 常に 公平で あれ。 
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かくする は 真の 篤信な り。 アツ ラー を 畏れよ。 アツ ラー はお 前 達の 
所業 を 熟知し 給う。」 

と 書いて あります。 正義 を 行う こと そのものが 平和の 前提で り、 敵に 対して さ 
え も 正義で もって、 公正に 立ち向かわな いと、 正義 を もたらす ことが 出来 ませ 
ん。 このような 教え を 読んで 頂ければ、 イスラム教徒が テロリスト であると か、 
社会の 平和 や 秩序 を 乱す ものである という 考え は、 無くなる でしよう。 

それで は、 イスラム教の 預言者 ムハンマドの 話 を、 皆さんに お話しましょう。 
預言者 ムハンマド は、 たくさんの 人々 に対して 様々 な 貢献 をし ました。 イスラ 
ム教 に対して、 信念 を 持たない 人々 に対して も、 たくさんの 貢献 をし ました。 
前に も 申し上げました ように、 預言者 カ^ ディナに 移住した 際、 たくさんの メ 
ディ ナの 人々 が イスラム教 を 受け入れ てく れま した。 

その 結果、 メディナの 政府の 運営が、 イスラム教徒に まかされた のです。 
し 力、 し、 その 当時 メディナに は、 すでに ユダヤ教の 住民が いました。 彼ら は 
イスラム教に はなり ませんで した。 そこで、 社会の 中で 平和 • 秩序 を 保ち、 
信者の 間で 互いの 権利 を 守る 為に、 ある ルール を 作った のです。 そのお 話 を 
少しした いと 思います。 

その ルールの 第一 点 目 は、 各個 人 は 宗教 を 信じる 自由 を 持つ、 

第二 点 目 は、 そして 全ての 人々 の 命、 また 持ち物 は、 尊重され 維持し なけ 
れ ばなら ない。 

第三 点 目 は、 全ての 紛争と 争い ごと は 神の 前に 持ち出し、 そして それ を 正 
しい 法律に のっとって、 また 彼らが 信じる 宗教に のっとって 裁くべき である。 

第 四 点 目 は、 もし ユダヤ教 信者に 対して、 または イスラム教の 信者に 対して 
誰か 他の 者が、 戦争 をお こすよう な 場合に は、 互いに 協力して 自分た ち を 守る。 

他に も いくつかの ルールが あります。 それらに よって 新しい 秩序 を 持った 社 
会 を 作ろうと したわけ です。 そして また、 キリスト教徒に 対しても こうした ルー 
ルを 持つ ことによって、 秩序 を 持って 平和 を 保とうと しました。 この キリスト 
教徒た ちに 対して は、 私が 個人的に 彼らの 安全 を 保証す る。 私が 設定した こ 
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その 罰の 方 力 《、より 大きな ものに なって いな レ、 か 。無差別に 空爆す る ことによ つ 
て、 若い 世代に 「憎しみ を もたらし ている のか」、 「平和の 種 をまい ている の 力、」。 
我々 が、 注目し なければ ならな いのは、 自爆 テロ を 防ぐ ために、 女性 や 子供 
たち を 犠牲に し、 町 を 瓦礫と 化する こと 力く 正しい やり方な のだろう カヽ と 
いう ことです。 

もし それが 正しい 道と いうので あれば、 世界 は 破滅への 最後の 一歩と なつ 
ています。 第三 次 世界大戦の 兆候 さえ も、 水平線 上に 見えようと しています。 
日本の 皆さん は、 第二次世界大戦 によって、 多大な 被害 をこう むられ た 方々 
です。 ですから、 第三 次 世界大戦の 恐ろし さが 充分に 知り 尽くされて いらっしゃ 
るでしょう。 従って、 私 は あなた 方が 第三 次 世界大戦の 勃発 を 未然に防 ぐた 
めに、 あなた 方に 大きな 期待 を よせてい ます。 

アツ ラー は その 防止の 手助け をして くれる でしよう。 しかしな 力 《 ら、 我々 が 
出来る こと は アツ ラー 力？、 この美し い 世界 を 守り、 そして 破壊への ステップ か 
ら我々 を 遠ざけ、 そして、 彼の 英知に よって 我々 力?、 平和 をもう 一度 築け るよ 
うにす る。 そのような 世界が 来る こと を、 祈る だけです。 

今日は、 貴重な 時間 を さいて 私の 話 を、 聞いて くださり ありがとう ございま 
した。 

皆様に アツ ラーの ご 加護が あ ります ように。 ァー ミン 
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イスラムに ついての ご筠問 は、 お Mli にお 寄せく ださい。 
一般の 方、 マスメディア、 イスラム 研究者、 どんな 方で fc« 迎で す。 



日本 ァ八マ ディア *ム スリム 協会 

T465-0058 名 古 屋市名 東 区 » 船 2— 16D2 
TE し S68 FAX:05^703-9379 
httpy/www.ahmadiyyatjp 
Emalt"d€dkjapanese#gmdiLaafn 
jnfo@ahmadiyyat-jp 



定碼さ 50 円 (舰〕 



©ISLAM INTERNATIONAL PUBLICATIONS (JAPAN) 2013 



